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アブストラクト 

 

 本報告書 1 章では、まず日本の若者の困難な状況を紹介した上で、企業雇用・労働統合

を超えた公的な社会保障や自助支援運動に目を向ける必要性が語られる。ローマとコペン

ハーゲンの若者自律スペースの調査成果を整理した上で、2 章では日本での自律スペースの

試みについて実践者自らの声を通して記述していく。3 章では年配世代の事業運動ネットワ

ーク（協同組合や事業 NPO、社会的企業含む）の数量分析を行ない、自律スペースとの連

携可能性を探り、最後に 4 章では、「圧縮された近代」下にある各社会において、基礎とな

る公的な社会保障（教育保障など）が立ち遅れる状況とそのメカニズムとが分析される。 
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